
　皆様には、日頃から工業研究所の業務にご支援、

ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

　昨今、イノベーションという言葉をよく耳にす

るようになりました。イノベーションとは、これ

までのモノ、仕組みなどに対して、全く新しい技術

や考え方を取り入れて新たな価値を生み出し、社

会的に大きな変化を起こすことです。このことか

ら、製造業の皆様が新製品開発を目指すには、最先

端の技術シーズを見出し、それを活かすことが重

要であると考えられます。

　一方、これまでものづくりを支えてきたのは中

小製造業が保有する金型、めっき等の基盤技術で

あることは言うまでもありません。しかし、その

担い手である高度な技術を有する技術者が大量に

退職するにあたり、生産現場では技術の継承など

様々な問題が生じてきています。そこで、製造業

の国際競争力を強化するために、国はものづくり

基盤技術を高度化するための指針を策定し、様々

な支援をおこなっています。このように、今後の

製造業にはものづくりを支える基盤技術の発展と

イノベーションを生み出すような先端技術の開発

が重要です。中小製造業においては、保有する基

盤技術に磨きをかけるとともに、新技術の開発に

も取り組むことが今後の飛躍に結びつくものと期

待しています。

　工業研究所は、昨年４月に組織を再編し、新技

術・新製品の開発とものづくりの基盤を担う中小製

造業への支援の強化に努めてまいりました。特に、

産学官の共同研究の推進のために担当者を配置し、

中小企業の皆様が国の実施する戦略的基盤技術高

度化支援事業などの提案公募型技術開発事業に共

同参画するための支援を進めています。さらに、

今年度から当所が取り組む、新たな中期目標計画

が始まります。基本的方針である中小企業への技

術支援は、これまで同様に私どもに課せられた最

も重要なミッションです。皆様に満足していただ

けるよう、寄せられた技術課題に対しどれだけ対

応できたかを、絶えず省みるよう心がけていく所

存です。そのためには、ものづくり製造現場で取

り入れられている「５ゲン」主義を学ばなければい

けないと考えます。

　「３ゲン」現場、現物、現実、そして「２ゲン」

原理、原則を基本とした考え方を身に着け、常にも

のづくり現場を意識することが必要です。引続き、

技術支援の基盤強化に向け研究開発を進め、成果

を産業応用できるよう努めてまいります。

　最後に、今後も皆様にとって技術の身近な相談

相手として当所をご利用いただきますようお願い

申し上げます。

　　

平成２０年度スタート
－ものづくり技術支援に向けて－
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　蛍光Ｘ線分析の大きな特長の１つは、難しい試料

調製が必要なく非破壊で分析可能な点です。しか

し、非破壊で感度と精度をよくはかるためには、試

料品種ごとの表面状態や偏析の違い、粉体の粒度

などの問題に対処しなければなりません。場合に

より、表面研磨や再溶融あるいはガラスビード化

などの試料調製法を検討する必要があります。

　一例として、我々が平成１８年度から３年間の予

定で実施している研究「環境対応型新材料および

有害微量成分の分析評価技術の開発」での取り組

みを紹介します。この研究では、鉛レス銅合金を

中心とする材料の蛍光Ｘ線分析法および湿式分析

法について検討を行っています。

　鉛レス銅合金の非破壊蛍光Ｘ線分析における問

題点としては、①試料の加工履歴や熱履歴により

分析値が影響を受けること②ビスマス（Ｂｉ）やセレ

ン（Ｓｅ）等の元素を含有するためスペクトルの重な

りが複雑で、例えば微量の鉛を分析しようとする

と近接するもしくは完全に重なるビスマスやセレ

ン、ヒ素のピークに妨害されること③標準物質が

限られており、測定目的に適合する検量線用標準

物質が入手できないこと等が挙げられます。

　以上のような問題点があるため、鉛レス銅合金

を固体のまま感度と精度が良好な状態ではかるの

は困難であると判断し、簡単な方法で溶液化後、一

般にセラミックス等の分析で利用されるガラス

ビード法および河川水等の分析で利用される高感

度点滴ろ紙法を用いて、検量線法で分析する方法

を試みました。これらの方法では、溶液化する手

間がかかりますが、測定用試料の加工履歴や熱履

歴について考慮する必要がなくなるというメリッ

トがあります。また、検量線用試料を原子吸光用

の標準溶液等から、「テーラーメイド」に作製する

ことができます。このことにより、上記の標準物

質の入手が困難であるという問題点③が解決でき

ます。測定試料に応じて必要最小限の標準溶液の

みで調製することが可能なため、検量線用試料に

おけるスペクトルの重なりが少なくなり、問題点

②についても解決することができます。

　ガラスビード法では、融剤に試料溶液を添加し、

高周波ビードサンプラーにてガラスビードを作製

します。ガラスビード法による分析の特長として

は、分析値の再現性が非常によいことがあげられ

ます。また、ガラスビード作製時に試料が均一化

されるため、検量線の正確度が上がります。現在

のところ主成分の銅の分析値が低値になるという

問題がありますが、その他の元素については、標準

値に近い値が得られるようになりました。

　高感度点滴ろ紙法では、ろ紙に試料溶液を滴下

して乾燥します。この方法による分析の特長とし

て、バックグラウンドが低くなり、低濃度の成分を

高感度に測定できることがあげられます。これに

より、微量成分の検量線の正確度がガラスビード

法よりも良くなることがわかりました。以上の方

法は、銅合金以外の金属の分析も可能であり、今後

幅広い応用が期待できます。

　材料を「はかる」ことは、材料が「わかる」こと

に通じます。材料が「わかる」ためには、適切な分

析項目および分析方法を選択することが必要で、

特に新材料の場合は慎重に検討を重ねる必要があ

ります。我々が現在取り組んでいる研究では、従

来の公定法を適用できない環境対応型新材料の湿

式的方法による分析法や、今までよりさらに微量

の定量が求められている有害成分の分析法につい

ても検討を行っています。

　分析方法は、教科書やＪＩＳ等の規格に記載されて

いますが、個々の材料の分析については、文献には

記載されていないノウハウがあります。分析方法

についてお困りの点がございましたら、当研究室

までご連絡ください。また、依頼試験も随時受け

付けております。お気軽にご相談ください。

（材料応用化学研究室　野々部恵美子）
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蛍光Ｘ線分析で感度と精度をよくしてはかるには？
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　当所では工業技術の各分野で業界団体との協働

事業を展開しており、参加企業の技術者と定期的

に意見交換を行いながら業界内で共通する技術課

題の解決を図っていく共同研究はその活動の柱と

なっております。当所で取組んでいるコア技術の

内、「熱・温度に関する材料物性評価、熱設計技

術」の分野についてもこうした共同研究を実施し

ながら活動しています。小型化・高集積化の進む

電子機器では開発の初期段階で数値解析により使

用部品の温度を事前に把握する熱設計が信頼性向

上に有効である点を以前に触れていますが［１］、こ

の熱設計を簡便かつ精度良く行うため同活動とし

て行った検討事例を今回ご紹介します。

　ＣＰＵなど発熱密度の高い電子部品が多用され複

雑な部品配置で構成される機器の熱設計には、有

限要素法などで温度と流れの連成解を求める熱流

体解析の手法が有効です。ただ設計者が直面する

問題として、部品の内部構造が複雑であるか等詳

細が不明な場合が多く、解析を効率よく行う上で

計算精度を損なわない範囲で解析モデルをいかに

簡略化できるかがポイントとなります。

　共同研究では、電子機器によく用いられるＳＯＰ

型パッケージにモールドされた発熱部品を基板に

実装する場合を例として部品モデルの簡略化検討

を行いました。図１は実装面側に配線パターンを

施したガラスエポキシ基板（９５×７６×１．６）にＳＯＰ

型１６ピン２２０ Ωネットワーク抵抗［２］を実装して作

製したサンプルの外観、及びサンプル実装面を黒

化し赤外線熱画像装置を用いて発熱時（０．９ Ｗ）

に温度計測を行った結果です。比較検討したのは、

図２に示すようにＳＯＰ部品を�内部構造まで可能

な限り詳細にモデル化する場合（１０７５１９１メッ

シュ）、�パッケージ部分を直方体としてモデル

化し実測相当の発熱条件を直方体下面に対して与

える場合（６１５７１０メッシュ）、�厚さゼロの四角

形としてモデル化し実測相当の発熱条件を四角形

に対して与える場合（３５７４７８メッシュ）と、簡略

化の程度を変えた３種です。各モデルについて熱

流体解析を行って実測結果を再現できるかどうか

比較した結果、発熱部分の最高温度が実測４９．８ ℃

に対し、�４７．２ ℃、�４８．２ ℃、�４７．９ ℃ と、ＳＯＰ

部品モデルの簡略化の程度を変えても実用上遜色

のない程度に再現できることを確認しました。こ

の検討結果は�や�で行ったＳＯＰ部品の簡略化が

熱設計を効率よく行う上で有効であることを検証

した一例です。この他、ＴＯ－２２０型パッケージの発

熱部品の場合や配線パターンの異なる基板部分に

ついても同様の検討を行っており、ＴＯ－２２０型の場

合は簡略化の程度により発熱時（３．２ Ｗ）の最高

温度を実測より７０ ℃ 程度も過大評価するなど、解

析モデルの作成に当たり注意を要する点もわかり

ました。

　今回の取組みは中部エレクトロニクス振興会と

の共同研究で行った検討事例です。当所ではこの

分野でこうした活動のほか、熱設計や熱物性測定

に関して技術相談や依頼試験など技術支援を行っ

ています。皆様の当所のご利用と関係行事へのご

参加をお待ちしております。

（参考資料）

［１］梶田「電子機器の熱設計」（「月刊名工研」Ｈ１６．９

　 月号）

［２］ＫＯＡ�技術資料「ＭＲＧＦ１６ミニフラットパッ

　 ケージ型厚膜ネットワーク抵抗器」

　（電子計測研究室　小田　究）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９２９

研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介

熱設計シミュレーションモデルの簡略化に関する検討

�詳細モデル　�体積モデル　�平面モデル

図２． ＳＯＰ部品のモデル化（上）

と温度分布解析結果（下）

図１． ＳＯＰ部品実装基板（左）と実測温度分布（右）
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平成１９年度「工業技術グランプリ」受賞者が決定！
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　平成２０年２月２１・２２日の２日間当所で行われた

技術融合化シンポジウムでは、独創性や着想に優

れ、技術的にも高度で、かつ工業的にも有用である

当地域発の新技術や新製品を表彰する『名古屋市工

業技術グランプリ』もあわせて開催され、受賞者の

表彰式と受賞事例発表会のほか、展示場において

受賞作品の展示も行いました。

　今年のグランプリでは、「溶融樹脂インサート成

形において複雑形状・高精度・外観美化を可能にす

るインサート成形方法」という金属等をインサート

する樹脂成形の過程において、従来、インサートを

保持するピンを樹脂の射出充填後に後退させ、そ

の跡を溶融樹脂で埋め合わせていたものを、樹脂

の流入に合わせて保持ピンを電動で外す低コスト

の新しい成形技術が高い評価を受け、名古屋市長

賞に輝きました。

　なお、名古屋市工業研究所長賞などは以下のと

おり決定しました。受賞企業の皆さま、おめでと

うございます！

◆　審査結果（応募件数：１１点）

　　名古屋市長賞（１点）

溶融樹脂インサート成形において複雑形状・

高精度・外観美化を可能にするインサート成

形方法

ハジメ産業㈱

　　名古屋市工業研究所長賞（２点）

　　　・小型高性能静電浄油装置

豊栄工業㈱

　　　・発光ダイオード実装基板（ＤＥＣＯ）

㈱トリオン

　　財団法人名古屋市工業技術振興協会長賞

　　（３点）

　　　・ＥＡＲＳ 金物

住宅ポイントサービス㈱

　　　・ＣＡＮ／ＬＩＮミドルウェアパッケージ

㈱ヴィッツ

東海ソフト㈱

㈱サニー技研

　　　・ＧＦＰポリジョイント

前田バルブ工業㈱

　　財団法人名古屋市工業技術振興協会奨励賞

　　（３点）

　　　・超輝度拡大外周電極車内灯

ゴールドキング㈱

　　　・ハイブリッド型人工温泉製造装置（スパメ

　　　　イカーＥＸ）

㈱ヘルスケミカル

　　　・紐ゴム連続裁断機

㈱明和工業

　　　　　工業技術グランプリ市長賞表彰


